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原
発

「最
長
六
十
年
運
転
」
延
長
求
め
る

経
団
連
は
四
月
八
日
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
新
た
な
提
言
を
発
表
し
た
。

原
発
の
運
転
期
間
に
つ
い
て
、
現
行

の

「最
長
六
十
年
運
転
」
の
再
延
長

や
停
止
期
間
を
運
転
期
間
に
含
め
な

い
よ
う
に
し
て
事
実
上
運
転
期
間
の

延
長
な
ど
を
初
め
て
求
め
る
非
常
識

な
提
言
と
な
っ
て
い
る
。

提
言
の
タ
イ
ト
ル
は

「日
本
を
支

え
る
電
カ
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
す
る
」
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
提
言
は
二
〇

一
七
年
秋
以
来
で
、
今
回
は
昨
春
、

会
長
に
就
任
し
た
中
西
宏
明
氏
が
主

導
し
た
。
同
氏
は
原
発
メ
ー
カ
ー
の

日
立
製
作
所
会
長
で
あ
る
。

提
言
は
、
大
震
災
後
に
電
力
の
人

割
を
火
力
に
依
存
、
再
生
可
能

エ
ネ

ル
ギ
ー
に
は
限
界
が
あ
る
と
し
て

「日
本
の
電
力
は
危
機
に
直
面
」
と

し
て
、
原
発
の
再
稼
働
や
新
増
設
を

訴
え
て
い
る
。
法
律
で

「通
常
四
十

年
運
転
」
、　
一
回
に
限
つ
て

「特
例

六
十
年
運
転
」
と
な
っ
て
い
る
原
発

の
運
転
期
間
に
つ
い
て
、

「六
十
年

よ
り
も
さ
ら
に
延
長
し
た
場
合
の
安

全
性
に
つ
い
て
も
技
術
的
観
点
か
ら

検
討
を
行
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
福
島
原
発
事
故
か
ら

原
発
停
止
が
八
年
続
い
て
い
る
こ
と

に
対
し
、

「四
十
年
の
三
割
に
相
当
」

と
し
て
運
転
期
間
か
ら
差
し
引
く
こ

と
を
提
言
し
て
い
る
。

中
西
会
長
は
会
見
で
、

「
（温
暖

化
対
策
を
進
め
る
に
は
）
原
子
力
の

比
率
を
高
め
る
の
が

一
番
現
実
的
」

と
、
原
発
の
積
極
的
な
活
用
を
主
張
。

「電
カ
シ
ス
テ
ム
は
社
会
の
課
題
。

専
門
家
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
」

と
、
幅
広
い
議
論
を
呼
び
か
け
た
、

と
す
る
。

し
か
し
、
福
島
原
発
事
故
後
、
国

内
外
の
原
発
の
見
方
は
激
変
し
た
。

建
設
費
は
大
き
く
膨
ら
み
、
欧
米
で

は
国
の
特
別
の
支
援
な
し
に
は
手
が

出
せ
な
い
状
況
に
な

つ
て
い
る
。

「原
発
は
経
済
的
に
成
り
立
た
な
い
」

は
、
い
ま
で
は
、
世
界
の
常
識
で
あ

る
。
日
立
が
今
春
、
英
国
で
の
原
発

建
設
を
凍
結
決
定
し
た
の
も
そ
れ
故

で
あ
つ
た
。
中
西
氏
は
、
そ
れ
に
目

を
つ
ぶ
る
の
か
Ｐ
　
ま
た
、
温
暖
化

対
策
に
原
発
を
と
い
う
が
、
気
象
変

動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル

（Ｉ
Ｐ

Ｃ
Ｃ
）
の
特
別
報
告
書

（昨
年
十
月

公
表
）
で
は
、

「原
発
に
は
障
壁
と

リ
ス
ク
が
あ
る
」
と
指
摘
。
関
係
者

は
、
こ
の
認
識
を
広
く
共
有
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
限
界
が
あ
る
な
ど
は
、
再
エ
ネ
が

主
力
電
源
に
な
り
つ
つ
あ
る
事
実
に

目
を
背
け
た
論
外
の
議
論
で
あ
る
。

中
西
氏
は
、
公
開
討
論
を
呼
び
か

け
な
が
ら
、
こ
れ
に
応
じ
た
団
体
に

は
背
を
向
け
て
い
る
。
実
際
に
は
、

自
分
が
主
導
で
き
る
の
み
の
議
論
を

呼
び
か
け
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

経
団
連
と
中
西
氏
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

提
言
は
、
日
本
経
済
を
破
綻
に
導
く

〃忘
国
の
提
言
〃
で
あ
る
。

徹
師
柾
引

「輔
鵬
林
襴
三
椴
耐
に

本
共
産
党
参
院
議
員
」
と
あ
る
の

は

「山
添
拓
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

〈
全
国
交
工曇
査
〓
ｉ
ｎ
南
宿
宣
）

○
現
地
見
学

＊
日
時
＝
十
月
二
十
六
日

（土
）

○
全
国
交
流
集
会

＊
日
時
＝
十
月
二
十
七
日

（日
）

０
３
号
機
燃
料

搬
出
開
始
公
茜
じ

Ｏ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
上
級
委
員
会

韓
国
の
水
産
物
禁
輸
容
認

（四
面
）

○
中
国
の
原
子
力
発
電
の
現
状

（五
面
）

●
い
ま
選
挙
の
季
節

で
あ
る
。
安
倍
政
権

は
福
島
原
発
事
故
は

な
か

っ
た
も
の
と
し

て
、
い
ま
も
原
発
に

固
執
し
て
い
る
。
原
発
固
執
か
、

原
発
ゼ

ロ
か
が
選
挙
の
争
点
と

し
て
問
わ
れ
る
●
原
発
固
執
は
、

福
島
原
発
事
故
再
発
の
危
険
が

大
き
い
。
原
発
固
執
は
、
日
本

の
経
済
に
大
き
な
歪
み
を
も
た

ら
し
て
い
る
。
大
企
業

・
東
芝

の
経
営
破
綻

の
危
機
と
し
て
示

さ
れ
た
。
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
大
き
な
歪
み
を
も
た
ら
し
た
。

日
本
列
島
特
有

の
再
生
可
能

エ

ネ

ル
ギ
ー
開
発
が
徹
底
し
て
抑

え
ら
れ
て
い
る
●
こ
れ
以
上
の

原
発
固
執
を
許
し
て
は
、
日
本

を
亡
国
に
導
く
。
統

一
地
方
選

挙
で
は
、
原
発
固
執
を
や
め
さ

せ
、
原
発
ゼ

ロ
を
掲
げ
る
議
員

が
多
数
で
た
。
参
院
選
挙
で
は
、

も

っ
と
多
く
の
原
発
ゼ

ロ
を
掲

げ
る
議
員
の
実
現
が
必
要
で
あ

る
●
そ
の
た
め
に
は
、
原
発
問

題
を
参
院
選
の

一
大
争
点
に
押

し
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

「原

発
ゼ

ロ
」
の
認
識
を
多
く
の
国

民
と
共
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。


